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職　　種 採用予定人員 受　験　資　格

（１）一般行政職
（情報処理）

1人程度

　平成 4 年 4 月2 日以降に生まれた人で、次のいずれにも該当する人
１．学校教育法に基づく高等学校を卒業した人（令和 9 年 3 月31日までに卒業見込みの
者を含む）、またはこれと同等以上の学力を有すると認められる人
２．独立行政法人情報処理推進機構が実施する試験のうち、以下の（ア）から（サ）の
いずれかに合格した人、または令和 9 年 3 月31日までに合格見込みの人

（ア）基本情報技術者試験　（イ）応用情報技術者試験　（ウ）ＩＴストラテジスト試験
（エ）システムアーキテクト試験　（オ）プロジェクトマネージャ試験　（カ）ネットワーク
スペシャリスト試験　（キ）データベーススペシャリスト試験

（ク）エンベデッドシステムスペシャリスト試験　（ケ）ＩＴサービスマネージャ試験
（コ）システム監査技術者試験　（サ）情報処理安全確保支援士試験

（２）土木技術職 1 人程度

　平成 4 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、次のいずれかの要件を満たす人
（ア）学校教育法に基づく大学、高等専門学校、高等学校、専門学校等において、土
木工学に関する課程を修了した人（令和 9 年 3 月 31 日までに卒業または修了見込み
の人を含む）

（イ）学校教育法に基づく高等学校を卒業した人またはこれと同等以上の学力を有す
ると認められる人で、建設コンサルタント企業等において土木設計または測量に関
する実務経験を有する人

（ウ）国または地方公共団体において、土木に関する技術職員として勤務した経験を
有する人

（３）学芸員
（埋蔵文化財担当）

1 人程度

　平成 4 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、次のいずれにも該当する人
１．学校教育法に基づく大学又は大学院等において考古学を専攻し、課程を卒業又
は修了した人（令和 9 年 3 月 31 日までに卒業又は修了見込みの人を含む）
２．博物館法に基づく学芸員の資格を有する人（令和 9 年 3 月 31 日までに資格取得
見込みの人を含む）

令和８年度　上富田町職員採用試験

　
和
歌
山
県
猟
友
会
は
令
和
８

年
度
狩
猟
免
許
試
験
を
上
富
田

文
化
会
館
で
左
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

事
前
講
習
会
（
１
日
間
）

時 

８
月
20
日
㊍

　 

　
９
時
30
分
～
17
時
ま
で

狩
猟
免
許
試
験

時 

８
月
23
日
㊏

　
　
　
　
　
　
　
　
正
午
開
始

試
験
申
込
期
間

時 

７
月
13
日
㊊
～
29
日
㊌

※
定
員
が
超
過
し
た
時
点
で
申

　
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
の
鳥
獣
被
害
対

策
と
し
て
、
狩
猟
免
許
取
得
に

か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

　
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

は
、
試
験
を
受
け
、
免
許
等
を

取
得
し
た
後
に
、
振
興
課
の
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
農
業

従
事
者
も
し
く
は
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

狩
猟
者
登
録
を
し
た
方

助
成
金
額

　
講
習
会
受
講
料
の
全
額

　
試
験
手
数
料
の
２
分
の
１

◆
募
集
職
種
等

　
上
記
表
の
と
お
り

◆
採
用
時
期
　

令
和
９
年
４
月
１
日
（
採
用

内
定
者
と
相
談
の
上
で
、
採

用
時
期
を
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。）

◆
試
験
日
時

○
第
一
次
試
験

　
８
月
１
日
㊏
～
23
日
㊐

　
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式
　

○
第
二
次
試
験

　
９
月
13
日
㊐
予
定

◆
申
込
受
付
期
間

　
６
月
22
日
㊊
～
７
月
22
日
㊌

◆
申
込
方
法

　
上
富
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
職
員
採
用
試
験
」
の
ペ
ー
ジ
に

あ
る
「
採
用
試
験
申
込
フ
ォ
ー

ム
」
か
ら
申
し
込
み
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　
受
験
資
格
や
申
し
込
み
方
法

等
の
詳
細
は
、
上
富
田
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
募
集
要
項
」
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
総
務
班

（
⑪
番
窓
口
）

☎
３
３
‐
７
０
９
２

　
上
富
田
町
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
令
和
13

年
３
月
末
ま
で
、
ア
ラ
イ
グ
マ

の
捕
獲
に
限
り
、
わ
な
猟
免
許

の
資
格
が
な
く
て
も
、
自
己
所

有
地
に
捕
獲
檻
を
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
捕
獲
檻
の
貸
し
出
し

も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問 

振
興
課
　
農
林
水
産
班

　
　
　
　
　（
⑦
番
窓
口
）

　
☎
３
４
‐
２
３
７
０

狩
猟
免
許
取
得
事
前
講
習
会
・

試
験
‐
お
知
ら
せ
‐

令
和
９
年
度
採
用
の
上
富
田
町

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

狩
猟
免
許
取
得
費
用

一
部
を
助
成 

‐
お
知
ら
せ
‐

特
定
外
来
生
物（
ア
ラ
イ
グ
マ
）

捕
獲
の
規
制
緩
和
と
捕
獲
檻
の

貸
し
出
し
‐
お
知
ら
せ
‐

有料広告

有料広告
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こ
の
制
度
は
、
全
世
代
や
企

業
等
か
ら
拠
出
さ
れ
た
支
援
金

を
財
源
と
し
て
、
児
童
手
当
の

拡
充
等
、
子
ど
も
や
子
育
て
世

帯
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
保
険
税(

医

療
保
険
分
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
、
介
護
保
険
分)

に
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
金
分
を
合

算
し
て
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。(

※
18
歳
未

満
の
被
保
険
者
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
分
の
均
等
割
が

全
額
軽
減
さ
れ
ま
す
。)

　
令
和
８
年
度
の
上
富
田
町
国

民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
を
左

記
表
の
と
お
り
改
正
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
税
額
お
よ
び
課
税
限
度
額

◆
軽
減
判
定
所
得
金
額

　
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

と
そ
の
活
用
方
法
を
法
務
局
職

員
が
説
明
し
ま
す
。

時 

７
月
22
日
㊌

　
９
時
～
16
時
30
分
ま
で
の
内

１
時
間
程
度

場 

和
歌
山
地
方
法
務
局
田
辺
支

局
田
辺
市
文
里
１
丁
目
11
ー
９

定 

４
枠
程
度
（
予
約
制
）

費 

無
料

問 和
歌
山
地
方
法
務
局
田
辺
支
局

☎
０
７
３
‐
９
２
２
‐
０
６
９
８

　
　
　
音
声
案
内
⑤
を
選
択

　
犬
お
よ
び
猫
の
過
剰
繁
殖
を

抑
制
し
、
地
域
住
民
の
生
活
環

境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向
上

を
図
る
た
め
、
不
妊
去
勢
手
術

費
を
補
助
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
上
富
田
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

住
民
課
　
住
民
・
環
境
班

（
②
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

遺
言
書
保
管
制
度
個
別
説
明
会

～
遺
言
書
っ
て
何
？

い
つ
遺
（
の
こ
）
す
？
～

国
民
健
康
保
険
税

　  
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

令
和
８
年
度
か
ら

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金

　
　
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す

税
率
等
の
改
正

上
富
田
町
犬
お
よ
び
猫

　
不
妊
去
勢
手
術
補
助
金

‐
お
知
ら
せ
‐

子ども・子育て支援金分

所得割額 0.30％

均等割額（※） 1,191 円

平等割額 766 円

課税限度額 3 万円

※子ども分の均等割額は、均等割額　
1,105 円と 18 歳以上被保険者均等割額
86 円の合計金額を記載。

有料広告

医 療 保 険 分 後期高齢者支援金分 介 護 保 険 分
（40 歳以上 65 歳未満の方）

所得割額 8.00％（変更なし） 2.50％（変更なし） 1.90％　→　 2.00％

均等割額 30,700 円 → 30,900 円 9,900 円 → 10,300 円 10,800 円 → 11,800 円

平等割額 32,100 円 → 30,300 円 9,700 円 →  9,400 円 7,800 円 →  8,100 円

課税限度額 66 万円 → 67 万円 26 万円（変更なし） 17 万円（変更なし）

問 

税
務
課
　
課
税
班
（
⑥
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
１

５割
軽減

改正前 基礎控除額　43 万円＋ (30.5万円×被保険者数 ) ＋ (10 万円×( 給与所得者等の数－1)) 以下

改正後 基礎控除額　43 万円＋ (31 万円×被保険者数 ) ＋ (10 万円×( 給与所得者等の数－1)) 以下

２割
軽減

改正前 基礎控除額　43 万円＋ (56 万円×被保険者数 ) ＋ (10 万円×( 給与所得者等の数－1)) 以下

改正後 基礎控除額　43 万円＋ (57 万円×被保険者数 ) ＋ (10 万円×( 給与所得者等の数－1)) 以下

有料広告
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▼
保
険
料
率
等
が

　
　
　
　
改
定
さ
れ
ま
す

　
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
令
和
８
・
９
年
度
の
保

険
料
率
（
表
１
）
が
決
定
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
等
し
く
負
担
し
て

い
た
だ
く
均
等
割
額
と
、
所
得

に
応
じ
て
決
ま
る
所
得
割
額
の

合
計
額
で
す
。

　
今
回
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
制
度
に
よ
る
ご
負
担

（
子
ど
も
分
）
を
お
願
い
し
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
社
会
保
障

全
般
の
将
来
像
も
踏
ま
え
、
全

世
代
で
支
え
合
う
仕
組
み
と
し

て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
国
の

「
子
ど
も
未
来
戦
略
」
に
基
づ

く
少
子
化
対
策
（
児
童
手
当
の

拡
充
等
）
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
所
得
の
少
な
い
方
に
は
、
世

帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
た
軽
減

制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。（
表

２
）
令
和
８
年
度
は
、
軽
減
割

合
の
引
き
上
げ
（
７
割
軽
減
）

と
対
象
範
囲
の
拡
大
（
５
割
・

２
割
軽
減
）
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
８
年
度
保
険
料

額
の
通
知
は
、
７
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
。

　
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る

方
は
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
や
口
座
振
替
と

な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
同
封
の

納
付
書
に
よ
り
納
期
限
内
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
資
格
確
認
書
の
更
新

　
令
和
８
年
７
月
31
日
有
効
期

限
満
了
に
伴
い
、「
資
格
確
認

書
」
を
更
新
い
た
し
ま
す
が
、

令
和
８
年
８
月
か
ら
「
資
格
確

認
書
」
の
職
権
交
付
が
見
直
し

さ
れ
ま
す
。

■
85
歳
以
上
の
方

　
全
て
の
方
に
「
資
格
確
認
書
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
保
険
証
（
お
持
ち
の

方
）
ま
た
は
「
資
格
確
認
書
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
84
歳
以
下
の
方

　
直
近
１
年
間
に
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
が
６
回
以
上
、
か
つ

直
近
３
ヶ
月
以
内
に
利
用
し
て

い
る
方
は
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
右
記
以
外
の
方
は
「
資
格
確

認
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

(

例)

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
な
い
方

・
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い

る
が
、
利
用
頻
度
が
少
な
い
ま

た
は
全
く
利
用
し
て
い
な
い
方

　
お
手
元
に
届
き
次
第
、『
み

ず
色
』
の
新
し
い
「
資
格
確
認

書
」
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　「
資
格
確
認
書
」
ま
た
は
「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
に
つ
い

て
は
、
７
月
中
旬
か
ら
順
次
送

付
す
る
予
定
で
す
。

　
令
和
８
年
度
住
民
税
の
課
税

所
得
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
の

割
合
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

（
例
）
１
割
負
担
→
３
割
負
担

に
変
更
と
な
る
場
合

「
３
割
（
令
和
８
年
７
月
31
日

ま
で
は
１
割
）」
と
表
示
さ
れ

ま
す
。

〇
有
効
期
限
満
了
の
「
資
格
確

認
書
」

『
う
す
い
緑
色
』
の
資
格
確
認

書
に
つ
い
て
役
場
に
お
越
し
の

際
に
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、
ご

自
身
で
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど

し
て
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
う
メ

リ
ッ
ト

・
緊
急
搬
送
時
の
活
用
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
で
説

明
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
態
で

も
、
救
急
隊
が
通
院
や
お
薬
の

記
録
を
確
認
で
き
、
適
切
な
応

急
処
置
や
医
療
機
関
へ
の
搬
送

に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
手
続
き
な
し
で
高
額
医
療
の

限
度
額
を
超
え
る
支
払
い
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

問 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

　 

広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

問 

住
民
課
　
保
険
班

（
③
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

　
　
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

令和８年度均等割軽減判定基準

※令和 8・9 年度の医療分に限り、7.2 割軽減となります。

※子ども分の保険料率は令和 8 年度の料率で、令和 9 年度の保険料率は令和 8 年度に算定します。

（表１）

（表２）

令和８・９年度保険料率

均等割額 所得割 賦課限度額

医療分 58,748 円
（改定前 54,428 円）

10.36%
改定前（11.04%）

850,000 円
（改定前）800,000 円

子ども分 1,385 円 0.25% 21,000 円

軽減割合 総所得金額等の合計（同一世帯内の被保険者および世帯主）

７割軽減
変更前 43 万円 +10 万円×（年金・給与所得者の数－ 1）

変更後 43 万円 +10 万円×（年金・給与所得者の数－ 1）

５割軽減
変更前 43 万円 +10 万円×（年金・給与所得者の数－ 1）＋（被保険者数× 30.5 万円）以下

変更後 43 万円 +10 万円×（年金・給与所得者の数－ 1）＋（被保険者数× 31 万円）以下

２割軽減
変更前 43 万円 +10 万円×（年金・給与所得者の数－ 1）＋（被保険者数× 56 万円）以下

変更後 43 万円 +10 万円×（年金・給与所得者の数－ 1）＋（被保険者数× 57 万円）以下
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◆
令
和
８
年
度
に
75
歳
に
な
ら

　
れ
る
方
へ

　
75
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら
す

べ
て
の
方
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
加
入
さ
れ
る
前
に
「
後

期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
書
」

ま
た
は
「
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
ご
本
人
は
手
続
き
不
要

で
す
が
、
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
社
会
保
険
加
入
の
方

は
、
別
途
国
民
健
康
保
険
な
ど

に
加
入
の
手
続
き
が
必
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

決
定
通
知
（
納
付
書
）
を
誕
生

日
の
翌
月
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
納
め
忘
れ
等
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
前
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
た
方
の
国
民
健

康
保
険
税
は
、
あ
ら
か
じ
め
誕

生
日
の
前
月
ま
で
の
保
険
税
と

し
て
計
算
し
て
い
ま
す
。

問 

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

　 

広
域
連
合

☎
０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

問 

住
民
課
　
保
険
班

　
　
　
　
　
　
　（
③
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

　
上
富
田
町
で
は
、
次
の
対
象

者
の
方
に
受
給
者
証
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
医
療
機
関
等
で
提

示
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
医
療

費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

精
神
障
害
者
通
院
医
療
費

　
所
定
の
診
断
書
に
よ
り
精
神

障
害
が
認
め
ら
れ
、
受
給
者
証

を
交
付
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
精
神
通
院
に
か
か
る
保
険
診
療

の
自
己
負
担
１
割
の
半
分
が
払

い
戻
し
申
請
に
よ
り
助
成
さ
れ

ま
す
】

重
度
心
身
障
害
児（
者
）医
療
費

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
、

療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
１
級
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
65
歳
未
満
の
方

も
し
く
は
65
歳
以
上
で
平
成
18

年
７
月
31
日
以
前
か
ら
い
ず
れ

か
に
該
当
し
て
い
た
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

【
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
を
助

成
（
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の

方
は
入
院
の
保
険
診
療
分
の
み

助
成
）
所
得
制
限
あ
り
】

老
人
医
療
費

　
67
～
69
歳
で
、
①
～
⑦
の
す

べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

で
な
い
。

②
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護

者
で
な
い
。

③ 

町
県
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ

る
。

④
世
帯
全
員
の
前
年
中
の
収
入

合
計
金
額
が
、
次
の
基
準
以

下
。

　
１
人
世
帯
　

：

１
０
０
万
円

　
２
人
世
帯
　

：

１
４
０
万
円

（
以
下
、
人
数
が
１
人
増
え
る

ご
と
に
基
準
額
へ
40
万
円
を

加
算
）

※
収
入
は
、
所
得
税
や
町
県
民

税
の
課
税
対
象
と
な
ら
な
い

遺
族
年
金･

遺
族
恩
給･

障

害
年
金･

老
齢
福
祉
年
金･

雇
用
保
険･

福
祉
給
付
金
を

含
む

⑤
受
給
対
象
者
の
金
融
資
産
の

合
計
額
が
、
３
５
０
万
円
以

下
で
、
世
帯
全
員
の
金
融
資

産
の
合
計
が
３
５
０
万
円
×

世
帯
員
数
以
下
。

※
金
融
資
産
＝
預
貯
金･
国
債
・

株
式
な
ど

⑥
世
帯
全
員
が
、
今
住
ん
で
い
る

土
地･

家
屋
以
外
の
不
動
産

や
地
金
な
ど
の
動
産
等
、
活

用
で
き
る
所
有
資
産
が
な
い
。

⑦
受
給
対
象
者
が
、
世
帯
外
の

者
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い
な

い
。

【
保
険
診
療
の
自
己
負
担
割
合
が

２
割
負
担
に
。
所
得
制
限
あ
り
】

各
医
療
費
助
成
制
度

払
い
戻
し
申
請 

‐
ご
案
内
‐

　
県
外
で
受
診
さ
れ
た
場
合
や

精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
で
受

診
さ
れ
た
場
合
は
、
医
療
機
関

等
で
の
立
て
替
え
払
い
が
必
要

で
す
。
支
払
っ
た
金
額
の
う
ち
、

助
成
対
象
の
自
己
負
担
分
は
、

払
い
戻
し
申
請
に
よ
り
各
医
療

費
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
領
収
書
、
受
給
者
証
、
印
鑑
、

振
込
先
口
座
の
わ
か
る
物
を
持

っ
て
役
場
窓
口
で
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
払
い
戻
し
申
請
の
時
効
は
受

診
日
か
ら
５
年
と
な
り
ま
す
。

問 

住
民
課
　
保
険
班（

③
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
２

※
子
ど
も
医
療
費
、
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
費
、
未
熟
児
養
育

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

福
祉
課
　
子
育
て
支
援
班

（
④
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
３

医
療
費
助
成
制
度

‐
お
知
ら
せ
‐

重度心身障害児（者）医療費・老人医療費受給者証の更新申請は７月中に！

　現在、重度心身障害児（者）医療費、老人医療費の受給者証をお持ちの方は、７月31日に有効期限をむかえ

ます。８月１日からの受給者証交付には更新申請が必要です。対象の方には、６月中に役場から更新申請書を

送付していますので、７月３日㊎までに下記へ郵送もしくは直接提出してください。
　ただし、いずれの制度も、前年度の所得によっては更新できない場合もありますので、ご了承ください。

提出先：　　　住民課　保険班（③番窓口） ☎ ３４-２３７２問
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７
月
28
日
は
「
世
界
肝
炎
デ

ー
」
で
す
。
世
界
的
に
ウ
イ
ル

ス
性
肝
炎
の
感
染
予
防
や
知
識

の
普
及
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
肝
炎
デ
ー
と
同
日
の
７

月
28
日
を
日
本
肝
炎
デ
ー
と
制

定
し
、
日
本
肝
炎
デ
ー
を
含
む

１
週
間
を
「
肝
炎
週
間
」
と
し
、

肝
炎
の
正
し
い
知
識
・
理
解
が

進
む
よ
う
普
及
啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【肝
臓
の
働
き
】

◆
栄
養
の
代
謝
や
貯
蔵

◆
身
体
に
侵
入
し
た
ウ
イ
ル
ス

　
や
細
菌
に
よ
る
感
染
の
防
御

◆
血
液
中
の
薬
物
・
毒
物
等
の

　
代
謝
や
解
毒

◆
胆
汁
の
生
成
と
分
泌

【肝
炎
と
は
】

　
肝
炎
と
は
、
何
ら
か
の
原
因

に
よ
っ
て
肝
臓
の
細
胞
に
炎
症

が
起
き
、
細
胞
が
破
壊
さ
れ
て

い
く
病
気
で
す
。

　
肝
炎
を
引
き
起
こ
す
原
因

は
、
日
本
で
は
全
体
の
８
割
が

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
は
、
Ａ
～
Ｅ

型
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
多

い
の
は
Ｂ
型
と
Ｃ
型
で
す
。
Ｂ

型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
す
る
と
、
慢
性
肝
炎
を
発
症

し
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
病
気

が
進
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
肝
炎
に
な

っ
て
も
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と

も
多
い
で
す
。

【Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
】

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
、
血
液
検
査

で
わ
か
り
ま
す
。

　
自
分
自
身
の
た
め
に
も
、
周

り
の
大
切
な
方
の
た
め
に
も
、

必
ず
一
度
は
検
査
を
受
け
、
早

期
治
療
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

※
上
富
田
町
で
は
、「
40
歳
以

上
で
過
去
に
検
査
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
方
」
を
対
象
に
、

無
料
で
検
査
を
受
け
て
い
た

だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
熱
中
症
は
、
職
場
や

学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で
の
発

生
だ
け
で
は
な
く
、
夜
間
や
屋

内
も
含
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
年
代
層
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
熱
中
症
に
罹
る
人
が
急
増
す

る
７
月
と
、
晴
れ
て
気
温
の
か

な
り
高
い
日
が
続
き
熱
中
症
の

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
８
月
を

「
熱
中
症
予
防
強
化
月
間
」
と

し
、
熱
中
症
対
策
の
普
及
啓
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【熱
中
症
と
は
】

　
高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
発

汗
に
よ
る
体
温
調
節
等
が
う
ま

く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱

が
こ
も
っ
た
状
態
で
す
。

【予
防
策
】

・
適
度
な
冷
房
の
使
用
、
こ
ま

め
な
温
度
調
節

・
こ
ま
め
な
水
分
補
給

・
外
出
時
に
は
日
傘
の
使
用
、

帽
子
の
着
用

・
日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休

憩・
吸
湿
性
・
速
乾
性
の
あ
る
通

気
性
の
よ
い
衣
服
を
選
択

・
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ

ル
な
ど
で
か
ら
だ
を
冷
や
す

【症
状
】

・
め
ま
い
　 

・
立
ち
く
ら
み

・
生
あ
く
び 

・
大
量
の
発
汗

・
筋
肉
痛
　 

・
こ
む
ら
返
り

　
↓
症
状
が
す
す
む
と

・
頭
痛
　
　 

・
倦
怠
感

・
嘔
吐
　
　 

・
判
断
力
低
下

・
虚
脱
感
　 

・
集
中
力
低
下

【応
急
対
応
】

・
エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室

内
や
風
通
し
の
よ
い
日
陰
な
ど

涼
し
い
場
所
へ
避
難

・
衣
服
を
ゆ
る
め
る

・
か
ら
だ
を
冷
や
す

・
経
口
補
水
液
を
補
給

※
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
過
剰
摂
取
に

な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

腎
臓
、
心
臓
等
の
疾
患
の
治

療
中
で
水
分
摂
取
に
つ
い
て

指
示
の
あ
る
方
は
、
医
師
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
応

答
が
お
か
し
い
場
合
は
、
た
め

ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
！

7月15日～8月14日

行事名 日　　程 場　　所 対　　象

2 歳児相談 7月15 日㊌

上富田町
保健センター

令和 6 年 1月・2 月生まれの方

3 歳児健診 7月 22 日㊌ 令和 5 年 1月・2 月生まれの方

離乳食教室 7月 23 日㊍ 令和 7 年 12 月・令和 8 年 1 月生まれの方

4 か月健診
8 月 5 日㊌

令和 8 年 4 月生まれの方

10 か月健診 令和 7 年 9 月生まれの方

育児相談(2か月)
8 月 6 日㊍

令和 8 年 6 月生まれの方

育児相談(1歳) 令和 7 年 7月生まれの方

7月28日は｢世界肝炎デー｣、世界的にウイルス性肝炎の感染予防や知識の普及を目的

としています。

世界肝炎デーと同日の7月28日を日本肝炎デー、日本肝炎デーを含む1週間を｢肝臓週

間｣とし、肝炎の正しい知識・理解が進むよう普及啓発を行っています。

7月28日は「日本肝炎デー」
７
月
28
日
は

　
　

「日
本
肝
炎
デ
ー
」

７
月
・
８
月
は

熱
中
症
予
防
強
化
月
間
で
す

行
事
予
定
の
お
知
ら
せ
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

介
護
・
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口

と
し
て
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
電

話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自
宅
へ
も

訪
問
し
ま
す
。
費
用
は
か
か
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
の

受
診
に
つ
い
て
の
助
言
や
対
応

方
法
等
適
切
な
ケ
ア
に
つ
い
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
苦
慮
し
て
い

る
症
状
へ
の
対
応
方
法
な
ど
、

専
門
職
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

時 

７
月
９
日
㊍

　
　
14
時
～
15
時
30
分

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

診
察
室

 

・
相
談
員

　
認
知
症
介
護
指
導
者
と
地
域

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

　
相
談
は
１
ケ
ー
ス
に
つ
き
30

分
程
度
と
な
り
ま
す
。

①
　
14
時
～
14
時
30
分

②
　
14
時
30
分
～
15
時

③
　
15
時
～
15
時
30
分

時 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は
電
話

で
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
隣
の
会
場
に
て
ひ
ょ
う
た
ん

カ
フ
ェ
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

今
月
の
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ

　
ひ
ょ
う
た
ん
カ
フ
ェ
は
認
知

症
や
介
護
に
つ
い
て
気
軽
に
相

談
や
お
話
し
が
で
き
る
集
い
の

場
で
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

お
話
し
し
ま
せ
ん
か
？

時 

７
月
９
日
㊍

　 

14
時
～
15
時
30
分
　

場 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

問 

長
寿
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

⑨
番
窓
口)

☎ 

３
３
‐
７
３
４
０

　子どもの家庭内事故の多くは、少しの工夫と事前の対策で防ぐことができます。
大切な笑顔を守るため、今すぐ家の中をチェックしましょう！

子育て　にこにこ広場

～家庭内での事故を防ぐ～

　乳児期の子どもは、身近にあるものは何でも
口に入れます。これは目や手よりも先に口が発
達するため、物を認識する大切な情報源だから
です。安全に配慮し、危険なものは手が届かな
い高さのところに置くようにして誤飲や窒息の
事故を防止しましょう。
　子どもの口と同じくらいの大きさと言われて
いる、トイレットペーパーの芯の中に入る大き
さのものには注意が必要です。

　家庭内での溺水は、浴室での発生率が一番高
く、わずか10㎝ほどの水深でも、数十秒の間に
静かに発生します。
　浴室では子どもを1人にせず、常に視界に入
れてください。また、入浴後のお湯は毎回完全
に抜いてください。洗濯への再利用などで溜め
ておく場合はドアにチャイルドロックをかけ、
子どもが立ち入れないようにします。

　乳幼児期の子どもは、頭が大きいため重心が
高めです。さらに、運動能力の未熟さや視野の
狭さからも転びやすいという特徴があります。

家庭内で多い発生場所と対策
・大人用のベッドやソファ
→ベビーガードや衝撃を和らげる
　マットの利用
・階段
→上下両方にセーフティーゲートの設置
・椅子やハイチェア
→短時間であっても安全ベルトを正しく装着

　また、ベランダや出窓からの転落は重症な事
故につながります。室外機やプランターなど、
足場となるものを置かないことが鉄則です。子
どもの手の届かない位置に窓の補助錠やストッ
パーを設置しましょう。

住み慣れた地域で

暮らし続けるお手伝い

地域包括支援
センター

物
忘
れ
相
談
会

　　　　　　開
催
の
お
知
ら
せ

誤飲 ・窒息

溺水

転倒 ・転落

　夏場は、家庭用プールも活躍することと思い
ますが、スマホ操作や洗濯物干しなどをしなが
らの監視は危険です。安全に楽しい夏をお過ご
しください！
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本
年
度
よ
り
、
本
校
の
育
友

会
は
上
中
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
（
カ

ミ
サ
ポ
）
と
名
称
変
更
し
新
し

い
形
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
近
年
、
共
働
き
家
庭
の

増
加
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
多
様

化
に
よ
り
、
子
ど
も
、
保
護
者

を
は
じ
め
、
現
代
を
生
き
る

人
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
持
続
可

能
な
仕
組
み
と
無
理
な
く
協
力

し
合
え
る
関
係
性
と
い
う
視
点

か
ら
育
友
会
活
動
を
考
え
る
会

で
の
協
議
や
保
護
者
・
教
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
、

活
動
内
容
や
組
織
の
見
直
し
な

ど
の
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
育
友
会
活
動
は
、

多
く
の
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ま
の
温
か
い
支
え
、
教
職
員
と

の
連
携
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
大
切
な
思
い

を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
負
担
を

軽
減
し
、「
で
き
る
人
が
、
で

き
る
こ
と
を
、
で
き
る
範
囲
で
」

と
い
う
考
え
方
を
基
本
理
念
に
、

新
し
い
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
必
要
な
活
動
は
大
切

に
し
な
が
ら
も
、
よ
り
参
加
し

や
す
く
、
続
け
や
す
い
仕
組
み

へ
と
変
え
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
育
友
会
は
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
を
つ
な
ぎ
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
大

切
な
存
在
で
す
。
行
事
の
サ
ポ

ー
ト
や
学
校
環
境
の
整
備
な
ど
、

一
つ
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
は
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
、

成
長
し
て
い
く
た
め
の
大
き
な

支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
保
護
者
と
教

師
が
よ
り
頻
繁
に
、
か
つ
気
軽

に
対
話
で
き
る
仕
組
み
の
整
備

（
企
画
プ
レ
ゼ
ン
会
）、
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
の
さ
ら
な
る
活
用

（
案
内
の
配
布
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
計
）、
地
域
と
の
協
働
の
幅

を
広
げ
る
活
動
な
ど
を
見
据
え

な
が
ら
、
新
し
い
育
友
会
の
姿

を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。
誰
か

に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
み

ん
な
で
支
え
合
う
。
そ
ん
な
育

友
会
づ
く
り
を
、
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
み
ん
な
で
完
走
！ 

読
書
マ
ラ
ソ
ン

～
マ
イ
ペ
ー
ス
に
読
書
習
慣
を
～

　
今
年
も
図
書
館
や
地
域
の
親

子
文
庫
等
と
協
力
し
、
夏
休
み

期
間
中
、
読
書
マ
ラ
ソ
ン
を
実

施
し
ま
す
。

 

子
ど
も
に
と
っ
て
読
書
は
、
成

長
す
る
過
程
で
言
葉
を
学
び
、

感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、

想
像
力
を
豊
か
な
も
の
に
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
の
ス
ポ
ー

ツ
選
手
と
一
緒
に
楽
し
く
運
動

が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
。

　
ス
ポ
ー
ツ
初
心
者
で
も
楽
し

め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

時 

８
月
1
日 
㊏ 
18
時
～
21
時

　（
受
付
開
始
17
時
30
分
～
）

場 

上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
時 

同
セ
ン
タ
ー
内
屋
内

　
施
設
に
て
実
施
。

対 

小
学
生
　

費 

無
料

定 

１
０
０
人

期
間 

７
月
18
日 

㊏ 

～
８
月
31
日 

㊊

利
用
図
書 

　
町
立
図
書
館
お
よ

び
親
子
文
庫
、
学
校
図
書
室
、

県
立
紀
南
図
書
館
、
南
紀
の
台

公
民
館

対 

町
内
の
３
歳
以
上
18
歳
ま
で

の
方
　（
町
内
に
通
園
、
通
学

者
可
）

内 

図
書
館
等
で
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
を
受
け
取
り
、
読
書
を
し
た

本
を
返
却
す
る
と
き
に
提
示
す

当
日
参
加
が
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム 

◇
綱
引
き

◇
玉
入
れ

◇
お
菓
子
ま
き

◇
モ
ル
ッ
ク
体
験

そ
の
他 

　
ご
家
族
の
皆
さ
ん
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
も
用
意
し
て
お
り
ま

す
。

主
催 

和
歌
山
ウ
ェ
イ
ブ
ス
、
南

紀
オ
レ
ン
ジ
サ
ン
ラ
イ
ズ
Ｆ
Ｃ

共
催 

上
富
田
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
　
上
富
田
町
体
育
協
会

申 
株
式
会
社
Ｂ
ｅ
ｎ
Ｋ

る
と
、
冊
数
に
応
じ
た
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
も
ら
え
ま
す
。
ス

タ
ン
プ
が
10
ヶ
集
ま
れ
ば
、
感

想
文
（
小
学
生
未
満
は
感
想
画
）

を
書
い
て
学
校
、
保
育
所
等
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
感
想
画
等

は
図
書
館
に
掲
示
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
完
走
者
に
は
記
念
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

問 

上
富
田
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

　
☎ 

４
７
‐
５
９
３
０

☎
３
４
‐
２
４
１
１

南
紀
オ
レ
ン
ジ
サ
ン
ラ
イ
ズ
Ｆ
Ｃ

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
６
　
開
催
！

学
校
紹
介
　
上
富
田
中
学
校

  

負
担
を
減
ら
し
、つ
な
が
り
を
深
め
る
育
友
会
活
動
へ
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上
富
田
町
俳
句
大
会
に
際
し
、

作
品
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
か
ら
投
句
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

申 

作
品
は
、
未
発
表
の
自
由
句

と
し
、
所
定
の
用
紙
ま
た
は
原

稿
用
紙
（
５
句
以
内
を
１
組
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
の
際
に
整
理
料
５
０
０

円
（
郵
送
の
場
合
は
郵
便
小
為

替
５
０
０
円
分
を
同
封
）
を
事

務
局
に
納
入
く
だ
さ
い
。

　
ひ
と
り
５
組
以
内
と
し
ま
す
。

応
募
用
紙
は
、
教
育
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
要
項
並
び

に
投
句
用
紙
が
入
手
で
き
ま
す
。

提
出
先 

　

〒
６
４
９—

２
１
９
２

上
富
田
町
朝
来
７
５
８
‐
１

上
富
田
町
中
央
公
民
館

上
富
田
町
俳
句
大
会 

係

対 

ど
な
た
で
も
投
句
い
た
だ
け

ま
す
。

時 
７
月
１
日
㊌
～
９
月
11
日
㊎

選
者  
川
口 

修
　
　 

先
生    

　
　   

城
戸 
杉
生
　 

先
生

賞 

特
選
４
句
、
入
選
20
句
、

　  

佳
作
40
句

※
特
選
・
入
選
に
は
記
念
品
を

贈
呈
。

　
応
募
者
全
員
に
入
賞
作
品
集

　
を
配
付
。

問 

上
富
田
町
俳
句
大
会

☎︎ 

４
７
‐
５
９
３
０

時 7 月 20 日㊊、21 日㊋、24 日㊎、25 日㊏、26 日㊐
　 ９時～１１時１５分

対 上富田町内の小・中学生
内 浴衣の着付けと帯結び、着物の知識・たたみ方、着物での所作、
　 お茶のいただき方、風呂敷の使い方など　

場 朝来公民館
持 浴衣　半幅帯　腰ひも３本　タオル２枚
　 浴衣がない人は貸してくれます。 

費 浴衣をお持ちいただく方　　無料
　 浴衣を借りる人は、クリーニング代として１０００円必要です。　

定 １０名（先着順）
申・問  朝来公民館（☎︎４７－０５４５）まで
　　　　　　平日９時から１６時

　「一人で浴衣が着られるようになろう！

　　　　　　　　浴衣が着られてマナーが学べる５日間」

伝統文化親子教室

（
投
稿
歓
迎
）

富
田
川
歌
壇

（
投
稿
歓
迎
）

青
葉
風
新
婚
夫
婦
訪
ね
来
て
　
　
　
　

風
薫
る
堀
か
ら
見
上
ぐ
松
江
城
　
　
　

新
畳
壺
の
あ
や
め
も
か
し
こ
ま
り
　
　

水
張
田
の
さ
ざ
な
み
山
を
揺
ら
し
け
り

稗
田
　
満
代

ス
イ
カ
植
え 

喜
ぶ
孫
の 

顔
見
た
く

　
　
　
　
　
　
　
　
腰
も
痛
い
が 

畑
仕
事
楽
し
　

千
世
女

凛絽
　
絽

田
浦
　
陽
子

第
48
回

上
富
田
町
俳
句
大
会

作
品
募
集
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お
ん
ど
く　

だ
い
す
き　

た
の

し
い
な

た
い
い
く　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル　

う
れ
し
い
な

さ
ん
す
う　

ど
う
と
く　

が
ん

ば
り
た
い

ひ
る
き
ゅ
う　

ぶ
ら
ん
こ　

だ

い
す
き

た
の
し
い
こ
と　

い
っ
ぱ
い　

わ
く
わ
く
す
る
よ

い
く
ま
し
ょ
う
が
っ
こ
う
は　

す
ご
く　

た
の
し
い
よ

７
月
１
日
～
８
月
31
日

　
夏
場
は
、
日
照
時
間
が
長
く

夏
休
み
な
ど
で
子
ど
も
の
活
動

時
間
と
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
周
辺

等
に
若
者
が
多
く
集
ま
る
な
ど

し
、
そ
の
こ
と
が
青
少
年
に
よ

る
非
行
の
温
床
と
な
る
だ
け
で

は
な
く
、
青
少
年
が
犯
罪
等
に

巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
も
高
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
青
少
年
が
有
害
情

報
に
さ
ら
さ
れ
る
危
険
、
思
わ

ぬ
水
の
事
故
や
交
通
事
故
等
、

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
危

険
を
多
く
は
ら
ん
で
い
る
と
い

え
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
期
間

中
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
か
ら
の
指
示
も
あ
り
ま

す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
も
見
守
り
等
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
明
る
い
家
庭
、
地
域
を
大
切

　
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

〇
水
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

〇
非
行
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

　
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

〇
不
審
者
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

問 

上
富
田
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
（
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

☎
４
７
‐
５
９
３
０

　和歌山県消費生活センターによる

消費者啓発講座を開催します。悪徳

商法の手口やインターネットのトラ

ブルなど、消費者被害にあわないた

めの知識を学ぶ内容となっています。

　多くの皆さまのご来場をお待ちし

ています。

記

内 「消費者被害にあわないために」
講師  和歌山県消費生活センター
時 ７月３０日 ㊍
　 １９時３０分～２０時３０分
場 上富田文化会館 ２階小ホール
問 上富田町生涯学習推進委員会
　 ☎４７ ‐ ５９３０

～
み
ん
な　

そ
ろ
っ
て　

す
こ
や
か
に
～

　
　
　
　
　
　

夏
の
子
ど
も
を
守
る
運
動

まちづくり講座のご案内

「
い
く
ま
し
ょ
う
が
っ
こ
う　

 　
　
　
　
　
　
　

だ
い
す
き
」

　
　

生
馬
小
学
校　一

年　

稗
田　

翔

今月のベストテン

2026年4月1日から交通
反則通告制度（青切符
制度）がスタートしまし
た。自転車の青切符の
対象になる違反行為に
はどのようなものがあ
るのか、そして反則金
はいくら払うのか？青
切符制度について知ら
ないという方も多いの
ではないでしょうか？
通学通勤や普段の生
活で自転車に乗る機会

がある方は、ぜひお手にとってご覧ください。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

イン・ザ・メガチャーチ　　　　　　

ブティック　　　　　　　　　　　　

科学的に証明されたすごい習慣大百科

憤怒の人　母・佐藤愛子のカケラ　　

柩の狩人　　　　　　　　　　　　　

謎の香りはパン屋から２　　　　　　

エゴサ厳禁　　　　　　　　　　　　

自転車の交通ルールがわかる本　　　

年とる力　　　　　　　　　　　　　

生きる言葉　　　　　　　　　　　　

朝井　リョウ　　　　　

池井戸　潤　　　　　　

堀田　秀吾　　　　　　

杉山　響子　　　　　　

大沢　在昌　　　　　　

土屋　うさぎ　　　　　

知念　実希人　　　　　

コンデックス情報研究所

阿川　佐和子　　　　　

俵　万智　　　　　　　

　日本経済新聞出版

　ダイアモンド社

SBクリエイティブ

　小学館

　幻冬舎

　宝島社

　双葉社

　成美堂出版

　文藝春秋

　新潮社

「自転車の交通ルールがわかる本」

コンデックス情報研究所/編著　成美堂出版

図書館からのお知らせ　問 上富田町立図書館 ☎４７－１７９０問

本の紹介
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時 

７
月
12
日
㊐

８
時
～
10
時
ま
で
（
少
雨
実
施
）

※
実
施
で
き
な
い
場
合
は
７
月

19
日
㊐
に
延
期
し
ま
す
。
　

　
延
期
の
場
合
は
７
時
30
分
に

放
送
を
し
ま
す
。

※
ゴ
ミ
は
、
午
前
10
時
ま
で
に

市
ノ
瀬
公
民
館
（
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
）
に
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

時 

７
月
11
日
㊏
か
ら

※
７
月
中
を
目
途
に
グ
ル
ー
プ

の
ご
都
合
で
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

日 

７
月
31
日
㊎

時 

13
時
30
分
受
付

　 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

全
３
回
の
「
初
心
者
向
け
ス
マ

ホ
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

講
師
の
西
原
玉

氏
が
用
意
さ

れ
た
た
く
さ
ん
の
分
か
り
や
す

い
資
料
を
も
と
に
、
参
加
し
た

17
名
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
講
座
は
、「
基
本
操
作
」
か
ら

始
ま
り
、「
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
接
続
・
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
な
ど
充
実
の
内
容
。

高
齢
の
参
加
者
が
多
か
っ
た
も

の
の
、
操
作
に
戸
惑
う
シ
ー
ン

で
は
周
囲
で
教
え
合
う
姿
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
終
始
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
温
か
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
に
つ
い
て
も
っ
と
深
く

知
り
た
い
」
と
い
っ
た
意
欲
的

な
ご
意
見
や
、
「
ぜ
ひ
ま
た
参

加
し
た
い
」
と
い
う
声
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
多
く
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を

い
た
だ
き
、
大
変
実
り
の
あ
る

ス
マ
ホ
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
の

で
、
60
歳
以
上
の
方
は
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問 

上
富
田
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
　
４
７
―
６
５
５
８

対 

小
学
生

場 

朝
来
公
民
館

講
師 

津
葉
井
　
真
紀
　
氏

費 

３
０
０
円

定 

16
名
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
朝
来
小
学
校
児
童
が
優

先
と
な
り
ま
す
。）

持 

エ
プ
ロ
ン
　
三
角
巾
　
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
　
マ
ス
ク
　
上
履
き

お
茶

申 
7
月
1
日
㊌
～
7
月
17
日
㊎

　 
平
日
9
時
か
ら
16
時

　
朝
来
公
民
館
に
直
接
ま
た
は

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
案
内
チ
ラ
シ
、
申
込
用
紙

は
朝
来
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

問 

朝
来
公
民
館

☎
４
７
‐
０
５
４
５

　
公
式
ラ
イ
ン
で
も
問
い
合
わ

せ
、
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　
食
材
の
代
替
や
器
具
の
使
い

分
け
な
ど
の
対
応
は
で
き
ま
せ

ん
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
必
要

な
方
は
、
使
用
食
材
等
に
つ
い

て
事
前
に
朝
来
公
民
館
に
お
問

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
家
庭
の

判
断
で
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

公
民
館
か
ら
お
知
ら
せ

 

第
69
回

ク
リ
ー
ン
運
動

ス
マ
ホ
教
室
を

開
催
し
ま
し
た

コ
ス
モ
ス
園
種
ま
き

市
ノ
瀬
・
下
鮎
川
地
区

南
紀
の
台
公
民
館

上
富
田
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
「
入
会
説
明
会
」
の

お
知
ら
せ

夏
休
み
子
ど
も
料
理
教
室

朝
来
公
民
館

市
ノ
瀬
・
小
山
河
川
敷

日　　時 場　　所

７月８日
㊌

13 時 30 分
から１時間

程度

南紀の台
公民館

７月９日
㊍

岩田高齢者
憩の家

７月１０
日㊎

市ノ瀬高齢者
憩の家

全国シルバー人材センター

マスコットキャラクター

願
書
受
付
期
間 

７
月
13
日
㊊
～
９
月
８
日
㊋

申 

高
等
学
校
等
に
在
籍
中
の
方

は
学
校
の
先
生
を
通
じ
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
方

は
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
に
ご
相
談
下
さ
い
。

試
験
日
程
・
会
場

９
月
19
日
㊏
　
９
時
30
分

田
辺
市
新
庄
町
１
７
４
５
‐
２

募
集
す
る
訓
練
科

　
自
動
車
工
学
科
　（
２
年
制
）

　
情
報
シ
ス
テ
ム
科
（
２
年
制
）

　
ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科
（
１
年
制
）

※
募
集
定
員
や
受
験
資
格
等
の

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

和
歌
山
県
立

　 

田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
２
２
‐
２
２
５
９

和
歌
山
県
立

田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

令
和
９
年
４
月
入
学

生
徒
募
集
案
内
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18
年
目
が
ス
タ
ー
ト
！

　
５
月
13
日
、
寺
子
屋
塾
の
開

講
式
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度

で
18
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
生
馬
小
学
校
児
童
を
対
象
に
、

毎
週
水
曜
日
の
放
課
後
に
硬
筆

指
導
を
行
っ
て
お
り
、
講
師
と

し
て
中
川
亜
紀
さ
ん
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
参
加
児
童
は
新
入
児

９
名
を
含
め
４
年
生
ま
で
の
32

名
（
１
年
生
９
名
・
２
年
生
５

名
・
３
年
生
９
名
・
４
年
生
９

名
）
で
す
。

　
硬
筆
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち

は
、
学
年
を
越
え
て
遊
び
、
自

主
的
に
学
習
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
（
く
す
の

き
文
庫
）
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
硬
筆
練

習
の
補
助
や
自
由
勉
強
な
ど
で

積
極
的
に
関
わ
り
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。

　
ち
な
み
に
、
昨
年
度
の
実
施

回
数
は
、
31
回
で
し
た
。

 

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
公

民
館
が
家
庭
と
学
校
以
外
の
第

３
の
居
場
所
と
な
り
、
地
域
の

多
く
の
大
人
と
の
出
会
い
の
場

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
地

域
を
愛
す
る
心
を
育
み
、
豊
か

な
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
民
館
が
子
ど
も
た

ち
の
迎
え
に
来
館
さ
れ
る
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
連
携
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
５
月
16
日
、
参
加
者
47
名
で

滋
賀
県
の
近
江
八
幡
を
訪
れ
ま

し
た
。
バ
ス
か
ら
降
り
立
つ
と
、

そ
こ
に
は
ど
こ
か
懐
か
し
い
水

郷
の
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
八
幡
堀
め
ぐ
り
。
四
つ

の
班
に
分
か
れ
て
堀
め
ぐ
り
船

に
乗
り
込
む
と
、
心
地
よ
い
風

が
頬
を
か
す
め
ま
す
。
情
緒
あ

ふ
れ
る
お
堀
を
進
む
船
の
上
か

ら
、
白
壁
の
土
蔵
や
青
々
と
し

た
桜
並
木
を
眺
め
、
か
つ
て
の

城
下
町
の
賑
わ
い
に
思
い
を
馳

せ
ま
し
た
。

　
続
い
て
八
幡
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
へ
。
目
指
す
八
幡
山
は
、
豊

臣
秀
次
が
築
い
た
八
幡
山
城
跡

で
も
あ
り
ま
す
。
一
気
に
山
頂

へ
上
が
る
と
、
眼
下
に
は
琵
琶

湖
と
広
大
な
平
野
の
パ
ノ
ラ
マ

が
広
が
り
、
ま
さ
に
城
主
に

な
っ
た
か
の
よ
う
な
絶
景
を
楽

し
み
ま
し
た
。
各
自
で
歴
史
の

面
影
を
残
す
山
頂
を
散
策
し
、

爽
快
な
景
色
を
胸
に
刻
ん
で
下

山
し
ま
し
た
。

　
待
ち
に
待
っ
た
昼
食
は
「
久

ぼ
多
屋
あ
き
ん
ど
の
里
」
に
て
。

名
物
の
近
江
牛
陶
板
焼
き
御
膳

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
目
の
前

で
ジ
ュ
ー
シ
ー
に
焼
け
る
赤
身

も
も
肉
は
柔
ら
か
く
、
旨
味
が

口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
午
後
は
白
雲
館
か
ら
五
つ
の

班
に
分
か
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
散
策
へ
。

古
社
・
日ひ

む

れ

牟
禮
八は

ち

ま

ん

ぐ

う

幡
宮
の
厳
か

な
境
内
を
参
拝
し
、
か
つ
て
の

豪
商
た
ち
の
邸
宅
が
美
し
い
姿

の
ま
ま
軒
を
連
ね
る
「
新
町
ど

お
り
」
を
歩
き
ま
し
た
。
た
だ

景
色
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
建

物
の
意
匠
や
近
江
商
人
の
「
三

方
よ
し
」
の
精
神
に
ま
つ
わ
る

歴
史
の
裏
話
を
聞
く
こ
と
で
、

町
の
風
景
が
よ
り
い
っ
そ
う
深

く
、
色
鮮
や
か
に
心
に
染
み

渡
っ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
は
「
ラ
・
コ
リ
ー
ナ
近

江
八
幡
」
へ
。
ま
る
で
お
と
ぎ

話
の
世
界
の
よ
う
な
緑
の
屋
根

が
迎
え
て
く
れ
、
お
土
産
選
び

を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。
五

感
で
近
江
八
幡
の
魅
力
を
味
わ

い
尽
く
し
、
満
ち
足
り
た
気
分

で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
　
史
跡
め
ぐ
り

岩
田
公
民
館

寺
子
屋
塾

生
馬
公
民
館
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５
月
23
日
に
参
加
者
20
名
で

九
度
山
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
体
験
研
修
の
タ
イ
ト
ル
で
３

度
目
の
研
修
で
、
今
回
は
、
空

海
が
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
和

紙(

高
野
紙)

の
紙
漉す

き
体
験

で
す
。

　
体
験
場
所
の
紙し

遊ゆ

う

苑え

ん

は
、
世

界
遺
産
の
慈
尊
院
が
近
い
の
で
、

10
名
ず
つ
の
２
組
に
分
か
れ
て
、

紙
漉
き
と
世
界
遺
産
の
見
学
を

交
互
に
し
ま
し
た
。

　
紙
漉
き
は
、
は
が
き
サ
イ
ズ

を
一
人
３
枚
作
り
ま
し
た
。
す

の
こ
を
敷
い
た
枠
で
繊
維
の
液

を
す
く
う
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
が
、

だ
ん
だ
ん

と
上
手
に

な
り
、
後

半
は
葉
な

ど
を
ど
の

よ
う
に
配

置
す
る
か

に
苦
心
し

て
い
ま
し

た
。
こ
の
後
の
自
然
乾
燥
と
郵

送
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
次
に
、

空
海
の
母

が
滞
在
し

た
こ
と
か

ら
「
女
人

高
野
」
と

よ
ば
れ
る

慈
尊
院
と
、

高
野
山
の

入
り
口
を
守
る
丹に

う生
官か

ん

省
し
ょ
う

符ぶ

神

社
を
、
語
り
部
さ
ん
の
案
内
で

見
学
し
ま
し
た
。
安
産
祈
願
の

乳
房
型
の
絵
馬
が
た
く
さ
ん
奉

納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昼
食
は
そ
ば
処
幸
村
庵
で
。

真
田
家
ゆ
か
り
の
信
州
の
そ
ば

を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
は
真
田
庵
、
真
田
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
を
見
学
し
、
ま
ち
な

か
を
散
策
し
、
道
の
駅 

柿
の
里

く
ど
や
ま
に
寄
っ
て
帰
り
ま
し

た
。

　
盛
り
だ
く
さ
ん
で
少
し
疲
れ

ま
し
た
が
、
充
実
し
た
研
修
に

な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域

に
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
行

事
が
あ
り
ま
す
。

　
代
表
的
な
も
の
は
お
祭
り
で

し
ょ
う
。
除
夜
の
鐘
も
そ
う
で

す
。
お
正
月
や
初
詣
、
夏
は
七

夕
ま
つ
り
。

　
各
人
で
、
各
家
庭
で
自
由
に

で
き
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
地
域

の
み
ん
な
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
お
祭
り
や
獅
子
舞
は
昔

か
ら
先
輩
か
ら
後
輩
へ
引
き
継

が
れ
て
現
在
に
繋
げ
て
き
て
い

ま
す
。

　
い
ろ
ん
な
時
代
を
乗
り
越
え

て
き
た
、
ま
さ
に
歴
史
的
・
伝

統
的
な
行
事
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
単
な
る
神
社
の
行
事
で
は

な
く
、
信
仰
を
超
え
た
地
域
全

体
の
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
は
、
七
夕
は
近
く

の
山
で
サ
サ
を
と
り
、
お
月
見
は

月
を
見
も
し
な
い
の
に
山
や
道
端

で
ス
ス
キ
や
萩
を
と
っ
て
き
ま
し

た
。
5
月
に
は
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ

の
葉
で
包
ん
だ
か
し
わ
餅
を
作
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
秋
の
お
祭
り

も
楽
し
み
で
し
た
。

　
そ
の
後
転
居
し
た
と
こ
ろ
に

は
、
近
く
に
神
社
も
な
く
お
祭

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
盆
踊
り
は

数
年
前
ま
で
は
近
く
の
空
き
地

で
踊
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
そ
の
空
地
も
な
く
な
り
広
い

場
所
も
な
く
、
子
ど
も
向
け
の

お
店
と
お
楽
し
み
抽
選
会
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
と
比
べ
れ
ば
、

味
気
な
い
社
会
の
中
で
暮
ら
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
世
間
を
見
ま
わ
し
ま
す
と
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
過
疎

化
・
高
齢
化
に
よ
り
今
ま
で
続

け
て
き
た
行
事
を
維
持
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
ま
で
お
守
り
（
管
理
）

し
て
い
た
山
の
上
の
地
蔵
な
ど

を
、
高
齢
化
に
よ
り
山
に
行
く

の
が
大
変
に
な
り
、
麓

ふ
も
と

に
場
所

を
移
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
地
域
に
住
む
人
が
少
な
く
な

る
と
文
化
伝
承
ど
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
自
体
が
消
滅

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
が
増
え
て
い
る

か
ら
と
い
っ
て
文
化
伝
承
が
安

泰
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
他
地
域
か
ら
の
移
住
者
が

増
え
て
く
る
と
、
地
域
へ
の
愛

着
と
い
う
面
で
地
元
民
と
の
温

度
差
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
と
若
年
者
と
の
温
度
差

も
あ
り
ま
す
。

　
お
祭
り
な
ど
の
地
域
的
な
行

事
は
、
人
の
つ
な
が
り
、
協
力

に
よ
り
成
り
立
ち
ま
す
。

今
は
、
神
社
の
氏
子
に
な
る
人

も
減
り
、
氏
子
ど
こ
ろ
か
町
内

会
に
も
加
入
し
な
い
方
が
各
地

で
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界
中

が
つ
な
が
る
時
代
に
な
っ
た
現

在
で
す
が
、
自
分
の
地
域
で
は

つ
な
が
り
に
く
い
社
会
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
地
元
の
方
に
し
て
も
、
昔
は

例
え
ば
二
代
目
、
三
代
目
の
よ

う
な
形
で
商
売
さ
れ
て
い
る
家

は
誰
か
が
家
に
残
っ
て
い
ろ
い

ろ
と
引
き
継
い
で
い
き
ま
し
た

が
、
今
で
は
大
型
店
が
増
え
小

さ
な
店
が
減
る
一
方
で
す
。
ま

た
核
家
族
で
同
居
せ
ず
、
都
会

へ
出
て
い
く
こ
と
も
多
く
、
地

域
の
核
と
な
る
人
も
少
な
く
な

り
文
化
伝
承
も
で
き
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
、
公
園
の

子
ど
も
の
声
が
や
か
ま
し
い
、

盆
踊
り
の
歌
が
や
か
ま
し
い
、

除
夜
の
鐘
が
う
る
さ
い
な
ど
の

苦
情
の
声
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。

　
歴
史
あ
る
行
事
を
風
情
と
感

じ
る
か
、
迷
惑
、
生
活
の
妨
げ

と
感
じ
る
か
…
。

　
私
た
ち
は
自
分
の
生
き
て
い

る
間
の
事
だ
け
で
な
く
、
少
し

心
に
余
裕
を
も
っ
て
未
来
の

人
々
の
こ
と
も
考
え
て
生
き
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
長
い
歴
史
の
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人
か
ら

バ
ト
ン
を
渡
さ
れ
歴
史
の
一
番

先
に
生
き
る
私
た
ち
。
次
の
未

来
の
人
た
ち
に
意
図
的
に
残
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
、
そ
れ
は
今
ま
で
続
い
て
き

た
お
祭
り
や
獅
子
舞
な
ど
の
行

事
や
時
代
を
乗
り
越
え
昔
か
ら

残
さ
れ
て
き
た
遺
物
（
文
化

財
）
だ
と
思
い
ま
す
。

　
未
来
の
人
た
ち
に
も
見
せ
て

あ
げ
る
（
残
し
て
い
く
）
義
務

が
私
た
ち
に
は
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

文
責
　
大
谷

体
験
研
修
旅
行

‐
和
紙
作
り
と
九
度
山
町
の
旅
‐

市
ノ
瀬
公
民
館

私
た
ち
の
歴
史
・
文
化
・
民
俗
22

お
神
輿
は
ど
こ
に
向
か
う
の
か
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募
集
期
間

 

　
７
月
10
日
㊎
～
23
日
㊍

申 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

一
次
試
験
日

　
９
月
27
日
㊐

試
験
会
場

 

和
歌
山
市
等

試
験
資
格

①
令
和
８
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
12
年
を
経

過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
令

和
９
年
３
月
ま
で
に
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年

の
課
程
を
修
了
し
た
者
で

あ
っ
て
、
令
和
８
年
４
月
１

日
に
お
い
て
当
該
課
程
を
修

了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
12
年
を
経
過
し
て
い
な

い
者
等
人
事
院
が
①
に
掲
げ

る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
者

問 

田
辺
海
上
保
安
部
管
理
課

☎
２
２
‐
２
０
０
２

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験

‐
ご
案
内
‐

時 

６
月
20
日
㊏
～
７
月
19
日
㊐

場 

大
賀
ハ
ス
田
（
田
中
神
社
横
）

大
賀
ハ
ス
関
連
俳
句
募
集

【
応
募
要
領
】

　
ハ
ス
田
の
俳
句
箱
に
投
句

　
お
一
人
様
３
句
ま
で

【
応
募
期
間
】

　
６
月
20
日
㊏
～
７
月
31
日
㊎

（
必
着
）

【
審
　
査
】

　
審
査
委
員
に
よ
る
選
定

【
発
　
表
】

　
入
選
者
に
直
接
通
知

【
　
賞
　
】

　
特
　
選
　
３
句
（
記
念
品
）

　
入
　
選
　
10
句
（
記
念
品
）

大
賀
ハ
ス
関
連
写
真 

‐
募
集
‐

【
サ
イ
ズ
】

　
２
Ｌ
サ
イ
ズ

　
組
写
真
は
不
可

【
記
載
事
項
】

　
応
募
票
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
作
品
の
裏
面
に
貼
付
し
て

く
だ
さ
い
。

【
応
募
点
数
】

　
お
一
人
様
３
点
ま
で

　
※
７
月
31
日
㊎
ま
で
に
撮
影

　
　
し
た
も
の
。

【
応
募
期
間
】

　
６
月
20
日
㊏
～
７
月
31
日
㊎

（
必
着
）

【
審
　
査
】

　
審
査
委
員
に
よ
る
選
定

【
発
　
表
】

　
入
選
者
に
直
接
通
知

【
　
賞
　
】

　
特
　
選
　
１
名
（
記
念
品
）

　
準
特
選
　
２
名
（
記
念
品
）

　
入
　
選
　
５
名
（
記
念
品
）

【
そ
の
他
】

　
入
選
作
品
の
著
作
権
は
撮
影

者
に
帰
属
し
ま
す
。

　
主
催
者
は
、
入
賞
作
品
を
入

賞
者
の
許
諾
を
要
す
る
こ
と
な

く
無
償
で
使
用
す
る
権
利
を
有

す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
作
品
は
、
必
ず
被
写
体
の
了

解
を
得
た
も
の
で
、
未
発
表
作

品
に
限
り
ま
す
。

　
な
お
、
加
工
が
施
さ
れ
た
写

真
お
よ
び
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
用
し

て
作
成
さ
れ
た
写
真
は
審
査
対

象
外
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

主 

催 

… 

大
賀
ハ
ス
を
守
る
会

後 

援 

… 

上
富
田
町
観
光
協
会

問
・
応
募
先 

〒
６
４
９
‐
２
１
９
２

　
上
富
田
町
朝
来
７
６
３
番
地

　
大
賀
ハ
ス
を
守
る
会
事
務
局

　（
振
興
課
　
企
画
・
商
工
観

　 

光
班
⑧
番
窓
口
）

☎
３
４
‐
２
３
７
０

大
賀
ハ
ス
ま
つ
り

‐
ご
案
内
‐

有料広告 有料広告

問 

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

田
辺
地
域
事
務
所

☎
２
４
‐
６
２
１
９

※
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
は

　
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
8
年
度

第
３
回
２
等
陸
海
空
士
募
集
案
内

試験項目 受付締切日 試験日・内容 試験会場（予定）

２等陸海空士
（任期制）

7 月 23 日㊍
8 月 2 日㊐～ 4 日㊋

筆記試験および適性検査
Web による試験

各自宅等

試験項目 試験時間 試験日 試験会場

身体検査
および

経歴評定
口述試験

8:00 ～ 17:00 8 月 8 日㊏
自衛隊和歌山
地方協力本部
（和歌山市）

有料広告 有料広告
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熱
中
症
と
は
・
・
・

　
温
度
や
湿
度
が
高
い
な
か
で
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能

が
働
か
な
く
な
り
、
体
温
上
昇
、

め
ま
い
、
体
の
だ
る
さ
、
ひ
ど

い
と
き
に
は
、
け
い
れ
ん
や
意

識
の
異
常
な
ど
、
様
々
な
障
害

を
お
こ
す
症
状
の
こ
と
で
す
。

◆
熱
中
症
対
策

【
暑
熱
順
化
】

　
暑
く
な
り
始
め
の
時
期
か
ら
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
適
度
な
運

動
を
行
い
、
体
を
暑
さ
に
順
応

さ
せ
て
お
く
。

【
室
内
の
場
合
】

①
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度

を
調
整
し
、
室
温
を
こ
ま
め

に
確
認
す
る
。

②
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、

打
ち
水
を
利
用
す
る
。

【
屋
外
の
場
合
】

①
日
傘
や
帽
子
を
着
用
す
る
。

②
日
陰
を
利
用
し
、
こ
ま
め
に

休
憩
す
る
。

【
体
の
蓄
熱
を
さ
け
る
】

①
通
気
性
が
よ
く
、
吸
湿
性
、

速
乾
性
の
あ
る
衣
服
を
着
用

す
る
。

②
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ

ル
な
ど
で
体
を
冷
却
す
る
。

【
こ
ま
め
に
水
分
補
給
】

　
室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く

て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
や
塩
分

な
ど
を
補
給
す
る
。
梅
干
し
も

効
果
的
。

◆
熱
中
症
の
応
急
処
置

①
エ
ア
コ
ン
が
効
い
て
い
る
室

内
や
風
通
し
の
よ
い
日
陰
な

ど
、
涼
し
い
場
所
へ
避
難
す

る
。

②
衣
服
を
ゆ
る
め
、
首
の
周
り

や
脇
の
下
、
太
も
も
の
付
け

根
な
ど
を
冷
や
す
。

③
可
能
で
あ
れ
ば
、
水
分
や
塩

分
、
経
口
補
水
液
を
補
給
す

る
。

◆
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
活
用

　
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
は
、

特
に
暑
く
な
る
と
予
測
さ
れ
た

日
の
当
日
や
前
日
に
発
令
さ
れ
、

ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
等
で
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
分
補

給
や
休
息
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

朝

来

生

馬

市
ノ
瀬

岩

田

朝

来
岡

古
川
　
暢
一

山
本
　
守
生

樫
山
　
知
香

卯
辰
　
優
子

𠮷
田
　
秀
代

山
本
　
　
進

95
歳

88
歳

53
歳

57
歳

84
歳

80
歳

（
勇
也
・
怜
美
）　

（
幸
太
・
理
穂
）　

（
琉
成
・
陽
奈
子
）

生

馬

南
紀
の
台

岩

田

加か
と
う藤

　
春し
ゅ
ん
や也

下し
も
に
し西

　
鈴す
ず
か花

森も
り
ぐ
ち口
桜お
う
し
ろ
う

史
朗

田
辺
消
防
署

上
富
田
分
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

上富田町の人口と世帯数
令和8年 5月末現在

前月比
総 数 15,654 人 +2

男 性 7,490 人 -4

女 性 8,164 人 +6

世帯数 7,704 世帯 +3

上
富
田
町
届
出
（
5
月
分
）

※
緊
急
時
（
火
事
・
救
急
・
救
助
）

は
、
局
番
な
し
の
１
１
９
番
へ

問 

田
辺
消
防
署
上
富
田
分
署

　
　
　
４
７
‐
０
１
１
９
番
へ

田辺市消防本部

YouTube

公式チャンネル

ぜひご覧ください！

お
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
税
目
　
　

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
１
期
）

　
固
定
資
産
税
　
　  

（
第
２
期
）

◆
納
期
限
　

　
７
月
31
日
㊎

※
納
期
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
確

認
で
き
な
か
っ
た
時
は
、
延

滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
納
税
は
お
早
め
に
。

問 

税
務
課
　
収
納
班（

⑥
番
窓
口
）

☎ 

３
４
‐
２
３
７
１

今
月
の
納
税

　
職
業
に
つ
い
て
相
談
し
た
い

方
、
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

７
月
16
日
㊍

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局地

域
づ
く
り
課

☎
２
６
‐
７
９
１
０

　「
生
活
の
こ
と
」「
仕
事
の
こ

と
」
に
つ
い
て
、
お
悩
み
の
方
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時 

７
月
21
日
㊋

　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場 

大
谷
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問 

西
牟
婁
振
興
局

総
務
福
祉
課

☎
２
６
‐
７
９
３
１

生
活
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

巡
回
職
業
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

熱
中
症
に
注
意

子
ど
も
と
高
齢
者
は

特
に
注
意
が
必
要
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　8月29 日㊏に第 31 回富田川友遊フェスティバルを開催することになりました。

花火大会への寄付・募金募集

　今年度も、友遊フェスティバルのクライマックスを飾る花火大会への寄付と募金を募集しております。

ご協力よろしくお願いいたします。

　　●寄付をしていただける方・企業の皆様　１口　1,000 円から

　　●募金をしていただける方　　　　　　　１円から（皆様のお気持ちが夜空を彩る花火となります。）

【募金箱設置協力店舗】（敬称略）50 音順

物産店・キッチンカー募集

　当日に物産店およびキッチンカーをご出店いただける団体または出店者を募集いたします。出店を希望され

る場合は、ホームページに掲載している「募集案内 ( 別紙１)」と「出店申込確認事項 ( 別紙２)」をご確認い

ただき承知いただいたうえで、下記事務局まで必要書類を提出してください。

　　●必要書類　〇物産店申込希望の場合⇒物産出店参加申込書 　1 部

　　　　　　　　〇キッチンカー申込希望の場合⇒キッチンカー出店参加申込書　１部

　　●提出期限　7月17日㊎まで（必着）

※出店スペースに限りがあるため、応募者多数の場合は、

①実行委員会関係団体・町内に所在する福祉団体

②富田川友遊フェスティバル協賛企業（協賛金１万円以上 (７月 24 日㊎時点 )）の順で優先的に選考し、残

　りを抽選とさせていただきます。

・A コープ紀南 APIA 店　　　　　  

・カフェ＆ダイニング桜香　　　   

・業務スーパー朝来駅前店　　　   

・口熊野食堂		

・コーナンホームストック上富田店

・産直市場よってって南紀の台店　

・獅子林 

・焼肉三国一 EX 上富田店

・ローソン上富田朝来店

・ローソン上富田生馬店

・ローソン上富田市ノ瀬店

・ローソン熊野高校前店 

・初代鶏和

・スーパーエバグリーンプラス上富田店

・スーパーセンターオークワ上富田店

・とおりゃんせ

・バリューハウス富田川店

・マツゲン上富田店

・道の駅くちくまの

・産直市場よってって　南紀の台店

・スーパーセンターオークワ上富田店 　

・Ａコープ紀南ＡＰＩＡ店　　・コーナン　ホームストック上富田店

・スーパーエバグリーンプラス上富田店

・バリューハウス富田川店　　・マツゲン　上富田店　　・初代 鶏和	

・業務スーパー朝来駅前店　　・口熊野食堂	 　・獅子林	 ・ローソン上富田町市ノ瀬店	

・焼肉三国一 EX 上富田店　　・ローソン熊野高校前店	 ・ローソン上富田町生馬店	

・ローソン上富田朝来店　　・カフェ＆ダイニング桜香　　・上富田文化会館	

・道の駅くちくまの　　・とおりゃんせ　　・上富田町役場

問 富田川友遊フェスティバル実行委員会事務局（振興課企画・商工観光班（⑧番窓口））☎ 34-2370

※住所異動の手続きや住民票・

　戸籍等の発行は行えません。

※手続きに必要なものは事前に

　お問い合わせください。

問 住民課 住民・環境班 ( ①番窓口 ) ☎４７-０５５０

マイナンバーカード夜間窓口

第 31 回富田川友遊フェスティバルの各種お願い

時 7 月 9 日㊍・23 日㊍ 19 時まで
場 住民課（①番窓口）
内 マイナンバーカードの申請・受け取り
　  電子証明書の発行・更新
　  暗証番号の変更　など


